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　最近マスコミ各メディアで話題になっている「春画展」を見学。
芸術の秋、日本の伝統文化・芸術鑑賞との大義名分をかかげて…

　１０月２４日の土曜の午後展示会場の目白の椿山荘の近くの「永青
文庫」に行った所、入場待ちの長い列！最後尾でプラカードを掲げて
いる係りの人にきくと約３０分位の待ち、との事。自宅からもそれほ
ど遠くないので引き返し、翌日２５日の日曜午前中ならすいている所
でユックリと「鑑賞」出来るだろうと再訪。１８歳未満の入場制限は
何なくクリアし会場内へ入り読みが甘かったことをしる。待ち時間こ
そなかったが、満員御礼！的な混みかたにオドリキ。皆が日本の文化・
芸術にこれほど関心が強いとは…

　当方は、いわゆるポルノやエロ写真とどこがどう違うのかを見てみ
たい、と出かけたのが率直なトコロ。ま、一見の価値は確かにあると
は思ったが、それほど「芸術性」が高いとは感じなかった。小生の感
度の悪さのためでしょう…

　それよりも会場を一回りしてわかったことは来場者は男性よりも女
性のほうが多かったこと。１８歳未満お断りの条件を漸く超えた年齢
層から壮年・老年を含めて。男女のカップルでの鑑賞もかなりいた、
更に興味を引いた光景は若い一人の女性がオペラグラスを熱心にのぞ
きながら鑑賞をしている姿。イヤー、正にウーマンパワーを見せつけ
られました。

　会場の場所が少々不便な所なので、地下で護国寺で降りてタクシー
で行ったが運転手さんに「永青文庫」と告げると、あー、春画展ですか？
と言われた。話の流れで、訊いてみたら先週は５回位お客さんをその
文庫へ案内した由。
　全て女性客だったとのことも記しておきましょう。

今話題の「春画展」を見学。






